
市議会１２月定例会 行政報告（１１月３０日） 

 

市議会１２月定例会初日に当たり行政報告いたします。 

 

五十公野地区都市ガス供給支障事故について 

はじめに、五十公野地区都市ガス供給支障事故について御報告いたします。 

 ９月２３日早朝、同地内にお住まいの都市ガスを使用されている方々から、新発

田ガス株式会社に使用不能の問合せが相次ぎ、同社が現地で調査をしていたところ、

地域の方から歩道上で水が流れているとの通報があり、同社から、その一報を受け

ました。 

水道局が漏水箇所の仮復旧を終えた後、新発田ガスから、ガス管内部を調査した

結果、ガス管に開いた孔から水や土砂が混入し、ガス管を閉塞したことにより、ガ

スの供給が不能になったのではないかとの報告を受けました。 

水道局では、都市ガスの早期な復旧に向け、試掘作業の立会いや図面の提供など、

昼夜を問わず可能な限り協力を行いましたが、新発田ガスによると、ガスの支障地

区が五十公野、山崎、小見、下内竹、古寺地区と広範囲であった上に、閉塞箇所の

特定やガス管内部の土砂の吸引作業に時間を要し、２７日未明に、ようやく支障地

区の復旧作業を完了したとのことであります。 

なお、ガスの供給に支障が生じた間の対応につきましては、地区の皆様から食事

の準備や、食料の調達に困難を来しているとのお声をいただいたことから、市では

御不便をおかけしている地区の皆様に、緊急措置として、調理不要で保存の効くパ



ンを配付させていただき、併せて、新発田ガスでは、希望される皆様に対し、カセ

ットコンロの貸出しのほか、あやめの湯と城山温泉の入浴券を配付いたしました。 

事故の原因といたしましては、新発田ガス、水道局の双方が、ガス管、水道管の

損傷部、埋設状況などから考察を重ねた結果、水道管の漏水により噴出した水が土

砂と混ざり合い、ガス管を外部から摩耗し、損傷させた「サンドブラスト現象」に

よるものと結論付けたところであります。 

現在は、損害賠償について具体的な交渉を進めていくことを双方で確認している

段階であり、今後、協議が整い次第、補正予算及び示談の締結について御提案させ

ていただく予定であります。 

この度は、都市ガス供給支障事故の起因者として、被害に遭われた地区の皆様に

多大な御迷惑をおかけしたことをお詫びいたしますとともに、今後の再発防止策に

ついて、新発田ガスと連携し研究してまいります。 

 

新型コロナウイルスワクチン接種について 

次に、当市における新型コロナウイルスワクチン接種についてであります。 

当市の１２歳以上の接種対象者数は、本年１月１日現在の住民基本台帳人口に基

づき、８７，４５０人となっておりますが、１１月２４日現在での接種率は、１回

目が８９．６パーセント、２回目が８６．６パーセントであり、全国平均は上回っ

ておりますが、富山県と並び全国トップの接種率となっている新潟県の数値と、現

時点では同率となっております。 

しかしながら、個別医療機関では１２月末まで接種が実施されること、また、今



月中旬には、市で接種履歴を確認することが出来なかった約９，０００人の市民の

皆様に対し、接種情報の提供をお願いし、併せて、１回目・２回目の接種を希望さ

れる方に対しては、追加接種で予約をさせていただきましたことから、最終的な接

種率は９割に手が届くのではないかと考えております。 

これまでの間、新発田北蒲原医師会の皆様をはじめ、新発田市歯科医師会など、

多くの医療関係者の皆様方からの献身的な御尽力に対し、あらためて深く感謝を申

し上げます。 

 国が示している３回目の追加接種については、１１月２５日付けで、医療関係者

約４千人に対して接種券を送付し、１２月より接種を開始いたします。 

なお、６５歳以上の市民の皆様への３回目の追加接種については、国が２回目の

接種から概ね８箇月以降とする方針を示しており、足元の悪い冬季間より接種を開

始せざるを得ないことから、予約時の混乱を再び生じさせないよう、医療機関、サ

テライト会場、地域会場での接種を効果的に組み合わせ、あらかじめ接種場所や日

時を指定する方式を基本に、新発田北蒲原医師会と最終調整を行っております。 

市民の皆様には、広報しばた１２月１５日号に全体スケジュールなども含めた内

容を掲載し、本年７月末までに２回の接種を終えられた６５歳以上の皆様には、年

明け早々に接種券を発送し、２月より接種開始に向けて準備を進めております。 

追加接種においても、新発田北蒲原医師会、新発田市歯科医師会の皆様に加え、

自治会連合会、保健自治会、民生委員・児童委員の皆様からも、引き続き御協力を

いただきながら、新型コロナウイルスに対する切り札、ワクチン追加接種に向けて、

多くの市民の皆様に御理解・御協力をいただけますよう取り組むだけでなく、安



心・安全なワクチン接種に向けて気を引き締めて臨んでまいります。 

 

以上で、行政報告を終わります。 


